
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6－1－2 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

300,000 300,000 300,000 900,000 300,000 300,000 900,000 300,000 300,000 300,000 300,000 1,200,000 3,000,000

300,000 300,000 300,000 900,000 300,000 0 1,200,000

0 261,000 300,000 561,000 0 0 561,000

7,000 7,000 7,000 21,000 13,000 13,000 39,000 13,000 13,000 13,000 13,000 52,000 112,000

7,000 3,000 3,000 13,000 13,000 0 26,000

0 39,493 1,481 40,974 0 0 40,974

307,000 307,000 307,000 921,000 313,000 313,000 939,000 313,000 313,000 313,000 313,000 1,252,000 3,112,000

307,000 303,000 303,000 913,000 0 0 313,000 0 0 0 0 0 1,226,000

0 300,493 301,481 601,974 0 0 0 0 0 0 0 0 601,974

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により事業を
中止した。

普通旅費の減。 普通旅費の減。

前年度予算と
の比較

（増減理由）

予算額は減少。
消耗品費の減額
のため。

予算額は減少。
福祉センターの
閉館により会場
借上費が不要と
なったため。

前年度同額 消耗品費、印刷
製本費の増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

懇談会会場借上
42千円　　地域
力ＵＰ講座講師
謝礼　210千円
その他　55千円

地域力ＵＰ講座
講師謝礼　210
千円　　普通旅
費　28千円その
他　65千円

地域力ＵＰ講座
講師謝礼　210
千円　　普通旅
費　28千円その
他　65千円

地域力ＵＰ講座
講師謝礼　210
千円　　普通旅
費　28千円その
他　75千円

事 業 費 合 計 計　画　額 313,000

予算計上額 313,000

予算計上額 13,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 13,000

そ の 他 計　画　額 300,000

予算計上額 300,000

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

人口減少・少子高齢化が進む一方、住民ニーズは多様化・複雑化し行政に期待される役割は増え続けている。このようななかで、魅力あるまちづくりを進めていくには、行政と住民の「協働によるまちづくり」を進めていく必要があることか
らH23.5月にまちづくり協働課まちづくり協働係を新設した。その後、H25.4月に市長公室課協働推進係に課係名を変更するとともに、協働のまちづくりの理念や推進の基本的な方向性を示す「砂川市協働のまちづくり指針」を策定し、さまざ
まな事業を進めてきた。・各団体や企業等との相互理解を進めるため「協働のまちづくり懇談会」や「協働のまちづくり企業訪問」を実施。・H25年度から「市民活動等入門講座」、H26年度から人材の裾野を広げるため「市民活動等ステップ
アップ講座」、H29年度から市民活動のノウハウを学んでいただくために「地域力UP講座」を開催。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

行政主導のまちづくりから、市民と行政が目的や課題などを共有し、ともに取り組む協働のまちづくりについての相互
理解、協働意識の醸成を図る。

これまで実施してきた協働に関する事務事業数を維持することを目指し、職員・市民の協力を得られるように内容や手
法を改善しながら継続する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民、町内会や市民活動団体
市民、町内会組織や市民活動団体、企業等と懇談し意見交換することにより、把握した課題の解決策を検討することが
できるとともに、出された意見等をこれからの市民と行政との協働のまちづくりの方策等に反映することができる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 協働の環境づくり推進事業 平成23年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－1 市長公室課協働推進係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績値 0 1 2

計画値 130 130 130 130 130 130 130 130 130

実績値 131 132 134

ほぼ達成されている

少し上がっている

変わらない

総合評価 普通である

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響を受け、地域
力ＵＰ講座の開
催を見送ったほ
か、まちづくり
懇談会も実施す
ることができな
かった。
協働事業につい
ても非常に大き
な影響を受けて
おり、さまざま
な事業が中止と
なった。そのよ
うな中でも人数
制限やオンライ
ンでの開催な
ど、各課で工夫
を凝らすことで
計画値は維持す
ることができ
た。

自己分析：
まちづくり懇談
会については実
施することがで
きなかったが、
11月に地域力Ｕ
Ｐ講座を開催す
ることができた
ため計画値は維
持することがで
きた。
協働事業数につ
いては、新型コ
ロナウイルス感
染症の影響を受
けつつも計画値
は維持すること
ができた。

自己分析：
12月に砂川市立
病院附属看護専
門学校1年生と
まちづくり懇談
会を実施した
他、12、2月に
地域力ＵＰ講座
を開催すること
ができたため活
動指標は目標値
を達成した。
協働事業数につ
いては、昨年度
に比べ事業数が
増加し成果指標
は目標値を達成
した。

判断理由：
協働事業数につ
いては、新型コ
ロナウイルス感
染症の影響を受
けつつも計画値
は維持すること
ができた。懇談
会等の開催回数
についても計画
値は維持するこ
とができたが、
今後は新市長が
就任したことを
受け、各団体や
企業等と意見交
換を行い、課題
などを共有し相
互理解を進める
ために協働のま
ちづくり懇談会
を開催すること
が必要と考えて
いるため「普通
である」と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
協働のまちづくりを進めるうえで、協働の担い手となる市民をはじ
め、市民活動団体等と意見交換を行うことは、市民と市が目的や課
題などを共有し、相互理解を図るためにも必要である。また、講座
を継続して開催することにより、多くの市民に協働意識の醸成と協
働に対する理解を浸透させていくことも必要であると考える。
協働事業についても、市民と市がそれぞれの役割と責任を認め合い
ながら、地域を良くしたり、地域の課題を解決したりする目的のた
めにも事業数を維持することが必要と考えるため「現状のまま継
続」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

1

成果指標１
（単位/個）

130

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：協働事業数 指標の求め方：協働事業調査による協働事業数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：懇談会等の開催回数 指標の求め方：懇談会等の開催回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

11,846,000 11,846,000 11,846,000 35,538,000 14,562,000 14,562,000 43,686,000 14,562,000 14,562,000 14,562,000 14,562,000 58,248,000 137,472,000

11,846,000 12,735,000 13,480,000 38,061,000 14,562,000 0 52,623,000

10,986,370 11,927,452 12,795,571 35,709,393 0 0 35,709,393

11,846,000 11,846,000 11,846,000 35,538,000 14,562,000 14,562,000 43,686,000 14,562,000 14,562,000 14,562,000 14,562,000 58,248,000 137,472,000

11,846,000 12,735,000 13,480,000 38,061,000 0 0 14,562,000 0 0 0 0 0 52,623,000

10,986,370 11,927,452 12,795,571 35,709,393 0 0 0 0 0 0 0 0 35,709,393

目的
(何のために実施する
のか）

市民の暮らしに必要で身近な情報や市政運営状況などの行政情報をわかりやすくお知らせし、市民との情報の共有化を
図り、市政に対する関心を深めてもらう。

「広報すながわ」はＡ４判で作成し、発行日は毎月1日と15日、年24回発行とする。原稿は自主製作し、印刷製本を外部
委託している。広報紙は広報委員63名により市内の全世帯に配布される。
また、地デジ広報によりイベントや緊急時の避難情報などを配信している。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民

広報委員が地域を回り実地に確認することにより、全ての世帯へ確実に市政情報が提供される。特に重要な情報につい
ては、特集記事などを通じてより具体的に市民に周知を図ることで行政に対する関心や理解が深められる。アプリケー
ションを使う電子版（カタログポケット）ではいつでも手軽に閲覧できる。また、迅速性が必要な情報発信については
地デジ広報を使用する。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広報すながわ発行事業 昭和26年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和26年に町政だよりとして発行を始め、昭和36年より駐在員に代わって広報委員を任命し配布を行っている。平成12年度から月３回の発行を２回へと変更し、それまで以上に紙面の内容充実に取り組んだ。令和元年度には広報作成ソフトを
一新し、UDフォント（ユニバーサルデザインフォント）を使用するなど高齢者にも読みやすい紙面とした。令和２年８月より、スマホやタブレットなどでも無料で閲覧できるアプリケーション（カタログポケット）を導入し、カラーや多言
語、音声読み上げに対応したほか文字を拡大できるポップアップ表示やスライドショーで複数の写真を閲覧できるようになった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 14,562,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 14,562,000

予算計上額 14,562,000

予算計上額 14,562,000

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

・広報委員業務
謝礼4,198千円
・印刷製本費
6,105千円
・使用料1,543
千円

・広報委員業務
謝礼4,198千円
・印刷製本費
7,002千円
・使用料1,535
千円

・広報委員業務
謝礼4,191千円
・印刷製本費
7,744千円
・使用料1,545
千円

・広報委員業務
謝礼4,173千円
・印刷製本費
8,844千円
・使用料1,545
千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

使用料（広報閲
覧システム使用
料）の増

・物価高騰によ
る印刷製本費紙
代の増

・印刷製本費紙
代の物価高騰、
カラー化による
増
・広報システム
使用料の増

・印刷製本費広
報紙カラー化に
よる増（R5年度
は9月からカ
ラー化）

実績との比較
（増減理由）

・印刷製本費の
入札による減、
広報すながわ発
行ページ数の減

・印刷製本費の
入札による減、
広報すながわ発
行ページ数の減

・印刷製本費の
入札による減、
広報すながわ発
行ページ数の減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 24 24 24 24 24 24 24 24 24

実績値 24 24 24

計画値 70 70 70 70 70 70 70 70 70

実績値 99 115 159

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
コロナウイルス
感染症により取
材機会が減少し
たものの計画値
を上回ることが
できた。また、
他課のイベント
や行政情報など
を工夫して掲載
したことによ
り、スイートス
タンプラリーに
よる市の経済効
果やマイナン
バーカードの取
得数の増加など
様々な効果が出
ており、広報の
役割を果たした
と考えている。
今後も発信に必
要な情報を見つ
け、取材で得ら
れる情報を伝わ
りやすい紙面に
して届けられる
よう工夫してい
くこととした
い。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症によ
り減少していた
イベント等が少
しずつ回復傾向
にあり、前年よ
りも取材機会が
増加した。ま
た、他課のイベ
ントや行政情報
などを工夫して
掲載したことに
より、スイート
スタンプラリー
による市の経済
効果やマイナン
バーカードの取
得数の増加など
様々な効果が出
ており、広報の
役割を果たした
と考えている。
今後も発信に必
要な情報を見つ
け、取材で得ら
れる情報を伝わ
りやすい紙面に
して届けられる
よう工夫してい
く。

自己分析：
広報紙の9月号
よりリニューア
ルをし、フルカ
ラーで発行でき
るようになった
ことから、より
市民などの写真
を掲載して作成
することを意識
して制作してい
る。そのため、
取材回数が増加
傾向にある。ま
た、記事に関係
する対象者の年
齢などから、文
章を減らしQR
コードからホー
ムページへ繋げ
て閲覧させるな
ど、紙面の削減
にも意識をして
制作すること
で、経費を抑え
ることができて
いる。

判断理由：
近年は、新型コ
ロナウイルス感
染症によりイベ
ント等が減少し
ていたため、全
体的に取材回数
は少ないが、計
画値は上回って
いる。また、令
和5年度9月よ
り、通年でカ
ラー化をするた
め補正したとこ
ろであるが、同
時にリニューア
ルし今までより
も紙面全体の内
容をまとめた
り、構成等を組
み直すことによ
り、ページ数を
減少させ大幅に
予算額を増加さ
せないようにし
たところであ
る。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：広報発行回数 指標の求め方：年間発行回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：取材記事掲載数 指標の求め方：取材した掲載数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

24

成果指標１
（単位/件）

70

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
近年は、新型コロナウイルス感染症によりイベント等が減少してい
たため、全体的に取材回数は少ないが、今後上昇していくものと考
えられる。
令和5年度9月より、通年でのカラー化と同時にリニューアルし、今
までよりも紙面全体の内容をまとめたり、構成等を組み直すことに
より、ページ数を減少させ大幅に予算額を増加させないようにした
ところである。現状のまま継続させるが、細かい部分では読みやす
さ・見やすさなど伝わりやすい広報紙を目指し改善していきたいと
考えている。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

89,000 89,000 89,000 267,000 119,000 119,000 357,000 119,000 119,000 119,000 119,000 476,000 1,100,000

89,000 100,000 97,000 286,000 119,000 0 405,000

31,000 73,315 86,000 190,315 0 0 190,315

89,000 89,000 89,000 267,000 119,000 119,000 357,000 119,000 119,000 119,000 119,000 476,000 1,100,000

89,000 100,000 97,000 286,000 0 0 119,000 0 0 0 0 0 405,000

31,000 73,315 86,000 190,315 0 0 0 0 0 0 0 0 190,315

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

施設見学会中止
により、バス借
上げ料減。※3
月補正▲58千円

施設見学会バス
借上げ料の減。
※3月補正▲25
千円

施設見学会バス
借上げ料の減。
※3月補正▲11
千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

バス借上げ料の
増

バス借上げ料の
増

バス借上げ料の
減

バス借上げ料の
増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

バス借上げ料
58千円
写真入賞者用賞
品　31千円

バス借上げ料
69千円
写真入賞者用賞
品　31千円

バス借上げ料
66千円
写真入賞者用賞
品　31千円

バス借上げ料
88千円
写真入賞者用賞
品　31千円

事 業 費 合 計 計　画　額 119,000

予算計上額 119,000

予算計上額 119,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 119,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

施設見学会は、市民が生活に関連のある市内の公共施設から民間の施設などを見学し、砂川市のまちを実際に見ることによりまちづくりの進展を実感したり、まちの良さを再認識してもらうため昭和34年より実施している。
砂川を紹介する写真は市内に限らず市外に居住する方からも公募し、写真を通じて砂川の良さを再発見、再認識してもらうため昭和40年より実施している。平成29年度より、カメラ部門とスマホ・インスタ部門に分け手軽に応募できるように
し、参加者数を増やすよう努めている。平成30年度は、市制施行60周年記念事業として両部門の最優秀賞の賞金を増額して行った。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

市民がまちづくりの現状や生活関連の公共施設、民間企業の工場などを直接見ることで、砂川市に対する理解を深める
とともに、まちづくりへの関心を一層喚起するため施設見学会を行う。
また、市民参加によるまちづくりの一環として、市民が目にしたり感じたりした砂川を写真を通じてＰＲし、砂川の良
さを市内外の方に広く再発見、再認識してもらう。

施設見学会は、広報紙で参加者を募集し、見学当日はバスを借り上げ、市内の施設など5か所程度を見学。
砂川を紹介する写真は、テーマを設け広報誌等により作品を公募し、応募のあった作品を審査のうえ各賞を選考し表彰
する。応募のあった全作品は市内各所において展示会を実施し、市民に公表する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

施設見学会は市民、紹介する写真については市外からの応募も可能
砂川市のまちをじかに見ることにより、まちづくりの進展を実感したり、砂川を撮影することによって郷土に対する愛
着とまちづくりに対する関心が深められる。また、作品を鑑賞することによって、普段何げなく暮らしている砂川を見
直すきっかけとなり、まちの良さを再発見、再認識することにつながるとともに市政に対する理解が深められる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広報事業(施設見学会、砂川を紹介する写真) 昭和34　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 1 2 2

計画値 40 40 40 40 40 40 40 40 40

実績値 54 97 41

達成されている

上がっている

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
新型コロナウイ
ルスの影響によ
り施設見学会が
中止となり、計
画値を下回った
が、砂川を紹介
する写真のみで
54名からの応募
があったところ
であり評価でき
る内容と考え
る。引き続き活
発な写真展とな
るよう取り組み
を積極的にして
いきたい。

自己分析：
施設見学会は、
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響を踏まえ、時
間を短縮し開催
したが43名の参
加があった。砂
川を紹介する写
真は54名からの
応募があり、ど
ちらも評価でき
る内容と考え
る。引き続き活
発な写真展とな
るよう取り組み
を積極的にして
いきたい。

自己分析：
施設見学会は、
13名の参加があ
り、年度同様に
時間を短縮し開
催した。砂川を
紹介する写真は
28名からの応募
があったが、周
知も少なかった
こともあり、数
としては伸び悩
んだ。成果指標
としては計画値
を超えている
が、どちらも参
加者が増えるよ
う工夫が必要と
考えている。

判断理由：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により開催で
きなかったこと
を除くと、活動
指標、成果指標
ともに評価でき
る数値である。
さらに活発な事
業となるよう、
改善、工夫等し
ながら取り組ん
でいるところで
ある。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
施設見学会の見学先については、新型コロナウイルス感染症の影響
により、５類感染症に移行されたあとも、事業所によっては断られ
るところもある状況であるが、できる限りまちの動きや状況を把握
でき、市民が興味を持つような事業所や施設を見学できるようにし
ていくこととする。
砂川を紹介する写真については、応募者数を維持し、さらに上げて
いくためには、宣伝を増やし参加しやすい状況をもっとアピールし
ていく必要があることから、現在のインスタグラムアカウントを利
用して工夫した宣伝となるよう作成し、不特定多数が目にする機会
を増やすことが最大の効果であると考えている。
両事業ともに細かい部分での修正、工夫などをしながらより良いも
のとなるよう継続していきたい。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

2

成果指標１
（単位/人）

40

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者数 指標の求め方：参加者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

37,000 37,000 37,000 111,000 37,000 37,000 111,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 370,000

37,000 37,000 37,000 111,000 37,000 0 148,000

31,856 31,656 31,652 95,164 0 0 95,164

37,000 37,000 37,000 111,000 37,000 37,000 111,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 370,000

37,000 37,000 37,000 111,000 0 0 37,000 0 0 0 0 0 148,000

31,856 31,656 31,652 95,164 0 0 0 0 0 0 0 0 95,164

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

・消耗品費の減
・3月補正▲
5,000円（食糧
費）

・消耗品費の減
・3月補正▲
5,000円（食糧
費）

・消耗品費の減
・3月補正▲
5,000円（食糧
費）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度同額 前年度同額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

・消耗品費10千
円
・食糧費5千円
・印刷製本費6
千円
・通信運搬費16
千円

・消耗品費10千
円
・食糧費5千円
・印刷製本費6
千円
・通信運搬費16
千円

・消耗品費10千
円
・食糧費5千円
・印刷製本費6
千円
・通信運搬費16
千円

・消耗品費10千
円
・食糧費5千円
・印刷製本費6
千円
・通信運搬費16
千円

事 業 費 合 計 計　画　額 37,000

予算計上額 37,000

予算計上額 37,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 37,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

「市長の企業訪問」は、平成11年度から実施し、令和３年度までに延べ314社を訪問した。
また、「市長とグループサークル懇談会」は、平成13年度から「市長とすながわを語ろう」と称し懇談を行い、令和３年度までに、延べ35のグループ・サークルなどと懇談している。
現在は施設見学会終了後などに行っている。
パブリックコメントは平成28年度から実施し、令和3年度までに第7期総合計画（案）など市の基本的政策を定める計画を27件を公表している。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

市民参画の一環として、市内企業の経営者より経営状況や市内の経済情勢、まちの活性化に向けた提言などを聞いた
り、ボランティアなど特色ある活動をしているグループ・サークルなどと市長が懇談を行い、その中から普段の活動を
通じて「市政にどのようなことを感じているのか」を聴いたりすることで、今後のまちづくりに向けた相互理解を図
る。パブリックコメントでは、市民参画のほか市の政策等の形成過程における公正の確保及び透明性の向上を図る。

企業訪問・市長と語ろう：市長と関係部課長が市内の企業や対象グループなどの活動先を直接訪問し、フリートーク形
式で懇談する。
パブリックコメント：政策等の案を公表した後、市民等からの意見提出を考慮し改めて公表する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

企業訪問：市内で事業を営む経営者
市長と語ろう：おおむね10人以上で活動している市内のグループやサークルなど
パブリックコメント：市民等

市民が市政に対しどう感じているのか、市長はまちづくりに対してどのような考えを持っているのかを、お互いに理解
することができるよう、まちの活性化に向けた提言をはじめ、市民が日ごろ感じていることなどを聴くことができる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広聴事業(企業訪問・市長と語ろう・パブリックコメント) 平成11年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 0 0 1

計画値 30 30 30 30 30 30 30 30 30

実績値 0 0 11

あまり達成されていない

あまり上がってい
ない

あまり上がってい
ない

総合評価 普通である

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、企業
訪問、「市長と
語ろう」につい
ては中止となっ
た。情勢を見な
がらオンライン
配信などの方法
も視野に入れ開
催することとし
たい。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、企業
訪問、「市長と
語ろう」につい
ては中止となっ
た。情勢を見な
がらオンライン
配信などの方法
も視野に入れ開
催することとし
たい。

自己分析：
「市長と語ろ
う」は、コロナ
後、初めての開
催となったが、
周知時間が少な
かったこともあ
り、参加者数が
思うように伸び
なかった。企業
訪問は、市長が
代わり、現状、
各種団体の行事
やイベント等で
企業経営者と意
見交換する場が
多々あることか
ら、ボランティ
ア団体などとの
意見交換をする
方向で考えてい
る。

判断理由：
近年は、新型コ
ロナウイルス感
染症の影響によ
り、企業訪問、
「市長と語ろ
う」については
中止としている
ところである
が、砂川市立病
院附属看護専門
学校からの要望
もあり市長と生
徒との懇談を
行ったりしてい
ることから「普
通である」とし
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
近年は、新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中止として
いたが、5類に移行されたことにより、市長と語ろう、企業訪問とも
に開催しやすい状況になってきている。企業訪問については、この
間市長が変わったことから、また１から訪問する態勢となったが、
市長の意向を踏まえながら選定し行っていくこととする。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

2

成果指標１
（単位/件）

30

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者数 指標の求め方：参加者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額 0

事業費予算の
内容

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

市からの情報提供の手段として「出前講座」の実施を望む市民の声が多いことから、平成14年度より職員が各種団体の要望に基づき、直接出向いて所管事務の現状等の説明を行う「砂川まちづくり出前講座」を開設し、市民と協働によるまち
づくりに向けた相互理解に取り組んでいる。令和4年度の講座は、5つのテーマに分け全79講座を開設した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

市民との情報の共有化、顔が見える行政サービスによる市民との相互理解の進化、説明責任を果たすための職員自身の
研鑽・資質の向上を図り、市民参加によるまちづくりを推進することを目的とする。

毎年、各課が出前講座の内容の検討と見直しを行い、市長公室課にて実施可能な講座を集約し市民に広報する。申し込
み団体からの申請に基づき、各課の管理職員等が講師として直接出向き、所管する事務事業などの説明を行うととも
に、参加者からまちづくりに対する意見などを伺う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内に在住、在勤または在学するおおむね１０人以上の仲間や各種団体
市民が知りたい情報を提供することで、市民との情報の共有化が図られる。また、市民と直接対話することで、姿勢に
対してどう感じているのかを知ることができるとともに、職員の説明責任を果たすための資質向上などにつながる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 まちづくり出前講座事業 平成14年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 5 5 5 5 5 5 5 5 5

実績値 5 12 9

計画値 24 24 24 24 24 24 24 24 24

実績値 8 10 17

あまり達成されていない

上がっていない

総合評価 普通である

自己分析：
新メニューの開
設数は計画値ど
おりであるもの
の、開催数は計
画値を下回っ
た。新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により、
緊急事態宣言下
などで開催がで
きる状況にな
かったこと、市
立病院の講座が
開催できなかっ
たことなどが要
因である。

自己分析：
新メニューの開
設数は計画値を
達成しているも
のの、開催数は
計画値を下回っ
た。新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により開
催できなかった
ことや申し込み
後に中止とした
ことなどが要因
である。

自己分析：
新メニューの開
設数は計画値を
達成しているも
のの、開催数は
計画値を下回っ
た。コロナ後、
開催回数が増加
傾向にあること
から、引き続き
各課の協力を得
ながら行うこと
としたい。

判断理由：
活動指標は計画
値を達成してい
ても、近年の新
型コロナウイル
ス感染症の影響
が大きく、成果
指標を達成する
ことができてい
ない。良いとも
悪いとも判断が
できないことか
ら普通と評価し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
近年は新型コロナウイルス感染症の影響により、開催することがで
きない状況が続いていたが、新型コロナウイルス感染症が5類感染症
に引き下げられたことから、今後はこれまでよりも開催するにあ
たって容易になると考える。そのため、開催数も徐々に上がってい
くと見込み「現状のまま継続」と判断した。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

5

成果指標１
（単位/件）

24

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：新メニューの数 指標の求め方：出前講座における新たなメニューの数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,883,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 1,883,000 1,883,000 1,883,000 1,883,000 7,532,000 18,830,000

1,883,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 1,883,000 0 7,532,000

1,882,034 1,882,034 1,881,716 5,645,784 0 0 5,645,784

1,883,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 1,883,000 1,883,000 1,883,000 1,883,000 7,532,000 18,830,000

1,883,000 1,883,000 1,883,000 5,649,000 0 0 1,883,000 0 0 0 0 0 7,532,000

1,882,034 1,882,034 1,881,716 5,645,784 0 0 0 0 0 0 0 0 5,645,784

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

消耗品の減 消耗品の減 消耗品の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

情報発信使用料
の増

前年度同額 前年度同額 前年度同額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

・消耗品費9千
円
・保守点検委託
料950千円
・情報発信使用
料924千円

・消耗品費9千
円
・保守点検委託
料950千円
・情報発信使用
料924千円

・消耗品費9千
円
・保守点検委託
料950千円
・情報発信使用
料924千円

・消耗品費9千
円
・保守点検委託
料950千円
・情報発信使用
料924千円

事 業 費 合 計 計　画　額 1,883,000

予算計上額 1,883,000

予算計上額 1,883,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,883,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

平成12年10月に開設、当初は広報広聴係が一括情報発信していたが、平成14年度に地域イントラネットの整備により情報通信基盤の高度化を図り、平成15年４月にホームページをリニューアルし担当課・係からも直接情報発信を行う体制とな
る。なお、平成18年度よりバナー広告の有料掲載を開始している。さらに平成21年９月、平成28年３月にアクセシビリティの向上、スマートフォンでの閲覧に対応させることなどを目的にリニューアルし、全体のページに統一感が出るよう様
式を定め運用を行っている。
令和２年11月より、防災情報や緊急情報のみで使用していたLINEアプリケーションの運用を変更し、イベントや事業などの情報もお知らせし、さらにホームページの該当ページにもリンクし閲覧できるよう一体的に運用している。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

わかりやすい広報機能を充実させるとともに、タイムリーな情報をより多くの方に提供する。 各課で作成した情報などを、インターネットを通じて市政情報などを提供する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

インターネットの利用者 常に新しい市政情報を分かりやすく提供し、多くの方に利用されることにより市政に対する関心や理解が高まる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ホームページ管理事業（市ホームページ・市公式ＬＩＮＥ） 平成12年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 6 5 3

計画値 400,000 415,000 430,000 460,000 475,000 490,000 505,000 520,000 535,000

実績値 618,132 711,643 739,951

達成されている

上がっている

変わらない

総合評価 極めて良好である

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症関連
の情報の更新が
多く、緊急事態
宣言中は特にア
クセス数の増加
がみられた。ま
た、各課のイベ
ントや新たな取
り組みや事業の
情報に繋がりや
すいようトップ
ページにあるバ
ナーを定期的に
更新することに
より、アクセス
数が増えたと考
えている。

自己分析：
クマ出没状況や
新型コロナウイ
ルスの影響によ
る学校閉鎖の状
況などでアクセ
ス数の増加が見
られた。また、
各課のイベント
や新たな取り組
みや事業の情報
に繋がりやすい
ようトップペー
ジにあるバナー
を定期的に更新
することによ
り、アクセス数
が増えたと考え
ている。（ス
イートスタンプ
ラリー、みまも
りんご体操、コ
ンビニ交付、紹
介する写真、職
員募集の新規
ページを開
設。）

自己分析：
ホームページの
セッション数
は、グーグルの
アナリティクス
を使用している
が、R5.10月よ
りバージョンが
変更になったこ
とにより、収集
方法が変わり、
セッション数は
これまでより減
少することと
なったため、前
年からの伸び率
も減少してい
る。
（スイートスタ
ンプラリー、紹
介する写真、職
員募集の新規
ページを開
設。）

判断理由：
ホームページの
新規ページの開
設や、新型コロ
ナウイルス関連
を含む災害など
の情報提供な
ど、必要な情報
を効果的に発信
できたと考えて
いる。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
ホームページの新規ページの開設や、新型コロナウイルス関連を含
む災害などの情報提供など、必要な情報を効果的に発信できたと考
えており、また、LINE公式アカウントで発信する際に、詳細をホー
ムページで閲覧するようリンクさせたりしているため、アクセス数
が伸びている。今後も迅速に詳細を情報提供するためには欠かせな
いツールである。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

2

成果指標１
（単位/件）

445,000

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：アクセス数 指標の求め方：年間総セッション数（全ページ合計）

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：新規ページの開設数 指標の求め方：新規ページの開設数（各課の事業周知ページを除く）



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

270,000 270,000 0 295,000 295,000 565,000

295,000 295,000 0 0 295,000

282,159 282,159 0 0 282,159

0 0 270,000 270,000 0 0 0 295,000 0 0 0 295,000 565,000

0 0 295,000 295,000 0 0 0 0 0 0 0 0 295,000

0 0 282,159 282,159 0 0 0 0 0 0 0 0 282,159

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

印刷製本費の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額 0

事業費予算の
内容

印刷製本275千
円
消耗品20千円

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和33年の市制施行時より発刊し、砂川市を広く市内外に紹介するため、本市の自然や産業、行事、市民生活など全般にわたって紹介している（それ以前は町勢要覧として発刊）。
本編は、過去に２年に１度発刊している時期もあったが、平成11年度以降は４年に１度の発刊、資料編は２年に１度の発刊としている。
外部委託により本編を作成していたが、令和元年作成分からは原稿を自主製作し、印刷製本のみを外部委託とし3,000部発行した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

｢砂川市第７期総合計画｣の基本的な考え方や他都市にはない政策・特色を分かりやすく市内外のより多くの人に伝え
る。

企画・取材・写真撮影・編集などを自ら取材をし、全２０ページ程度の冊子を作成するとともに、ホームページにも掲
載し、統計情報の提供と総合的な市勢の解説を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内外の砂川市に関係する(関心のある)方や企業など。 有効的な手段として、まちづくりの状況やまちの魅力を市内外に効果的にアピールする。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市勢要覧発行事業 昭和33年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1 ― 2 1 ― 2 ― 1 ―

実績値 1 2

計画値 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

実績値 308 249 281

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 普通である

自己分析：
市勢要覧資料編
については2年
ごとに作成して
おり、令和3年
度においても作
成を終えてい
る。
市勢要覧を庁舎
１回エントラン
スに配置するこ
とにより、来庁
者による持ち帰
りが多くなった
ところである。

自己分析：
配布部数は、本
編149、資料編
100となってお
り、昨年同様、
庁舎１回エント
ランスに配置す
ることにより、
来庁者による持
ち帰りが多く
なっているとこ
ろである。

自己分析：
市勢要覧の本
編、資料編をと
もに作成を終え
ている。令和６
年３月に発行
し、配布は令和
６年度から行っ
ている。成果指
標の実績値は前
回の本編267
部、資料編14部
の合計である。

判断理由：
近年ではコロナ
禍の影響もあ
り、市外から砂
川への視察や道
外での説明会な
どが減り、配布
部数としては減
となっている。
ただ、ホーム
ページやアプリ
（カタログポ
ケット）からも
本編をデータで
見ることができ
るため、必ずし
も紙媒体を必要
とはしない。
なお、令和5年
度は、予定どお
り本編と資料編
の発行を予定し
ている。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
情報媒体がスマートフォンやタブレットなどの加速的普及の中で
ネット環境が大幅に向上しており、ホームページやアプリ（カタロ
グポケット）からも閲覧できるようになっているが、議員視察や職
員募集説明会などの市の施策をPRするため即時に見ることができる
紙媒体の市勢要覧も重要である。自前で制作するDTP方式を継続し、
経費削減をしながら効果を発揮していきたい。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

―

成果指標１
（単位/部）

―

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：配布部数 指標の求め方：配布部数（年度によって配布部数が異なるため計画値の設定はしない）

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：発行回数 指標の求め方：市勢要覧本編、資料編発行回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額 0

事業費予算の
内容

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

市政ガイドブックの初版は平成8年度に出され、以後行政事務の内容変更等に伴い必要に応じて不定期に発行されてきた。平成26年度からは、市内企業からの広告収入で作成することとしたため市の事業費はなくなっている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

市民の暮らしに必要な情報や制度など、行政情報をわかりやすく市民に提供することで、行政に対する関心や理解を深
め、疑問や不安解消に役立てる。

行政情報を各課から集約し、広報広聴係にて編集、作成し、製本を外部発注する。広報委員と連携を図り、全世帯への
配布を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市民(転入者や婚姻する方、その他希望者などに配布）
市民の暮らしに必要な情報や制度など、行政情報をわかりやすく提供することにより、行政に対する関心や理解が深ま
るとともに、疑問や不安解消の一助となる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市政ガイドブック発行事業 平成８年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1 1 1

実績値 1

計画値 8,600 8,600 8,600

実績値 8,341

達成されている

変わらない

総合評価 極めて良好である

自己分析： 自己分析： 自己分析：
当初の予定どお
り、民間企業と
共同で制作し、
広告収入で発行
したため経費は
かかっていな
い。令和５年３
月に発行し、広
報委員の協力に
より市内に全戸
配付を行った。

判断理由：
市の制度や各種
届出、施設情報
などに電話帳が
ついていること
で、利便性が高
いものと考えて
いる。また、民
間企業と共同で
制作しており、
広告収入で発行
していることか
ら経費がかから
ず、令和5年度
においても全戸
に配布すること
ができている。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
市の制度や各種届出、施設情報などに電話帳がついていることで、
利便性が高く、さらには民間企業の広告収入で発行していることか
ら経費がかからず、令和5年度においても広報委員により全戸に配布
することができている。引き続き定期的なスパンで発行していくこ
ととする。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

成果指標１
（単位/部）

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：配布部数 指標の求め方：配布部数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：発行回数 指標の求め方：発行回数


